
4

　☆Ａ問題☆
1　⑴　10.072　　　⑵　5.897　　　⑶　21　　　⑷　92
　　《解説》 ⑷　（56÷7＋15）×4＝（8＋15）×4＝23×4＝92

2　⑴　6800　　　⑵　1000　　　⑶　20.05
　　《解説》 ⑴　6.8＝6＋0.8→0.001が，6000＋800＝6800（個）
 ⑵　0.53は，530の小数点を左へ3けたうつした数なので， 1

1000にした数

3　⑴　12900　　　⑵　8500
　　《解説》 ⑴　4×43×75＝4×75×43＝300×43＝12900

 ⑵　167×85－67×85＝（167－67）×85＝100×85＝8500

4　⑴　21　　　⑵　6
　　《解説》 ⑴　（□－6）×7＝105→□－6＝105÷7＝15→□＝15＋6＝21

 ⑵　38＋84÷□＝52→84÷□＝52－38＝14→□＝84÷14＝6

5　式…4×□＋14＝150　（150－4×□＝14なども可），人数…34人
　　《解説》 4×□＋14＝150→4×□＝150－14＝136→□＝136÷4＝34

　☆Ｂ問題☆
6　⑴　3.956　　　⑵　10
　　《解説》 ⑵ 　74－4×（100－96÷8×7）＝74－4×（100－84）＝74－4×16＝

74－64＝10

7　⑴　3.917　　　⑵　50.406　　　⑶　755.4
　　《解説》 ⑴ 　0.1が35個で3.5，0.01が40個で0.4，0.001が17個で0.017
 　→3.5＋0.4＋0.017＝3.917
 ⑵ 　0.0485を1000倍した数は48.5，190.6を 1

100にした数は1.906
 　→48.5＋1.906＝50.406
 ⑶　0.78km＋30m－5460cm＝780m＋30m－54.6m＝755.4m
8　⑴　26400　　　⑵　83.934　　　⑶　13　　　⑷　10
　　《解説》 ⑴ 　230×132－150×132＋120×132＝（230－150＋120）×132

 　＝200×132＝26400

 ⑵ 　最も大きい数は97.631，最も小さい数は13.679，2番目に小さい数は
13.697です。→97.631－13.697＝83.934

 ⑶ 　33－180÷（□×4－16）＝28→180÷（□×4－16）＝33－28＝5

 　→□×4－16＝180÷5＝36→□×4＝36＋16＝52→□＝52÷4＝13

 ⑷ 　□◎4＝（□×3＋4）÷2，9◎7＝（9×3＋7）÷2＝34÷2＝17より，

 　（□×3＋4）÷2＝17→□×3＋4＝17×2＝34→□×3＝34－4＝30

 　→□＝30÷3＝10

4  整数と小数のまとめ

yumi
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　11.6　　　⑵　42.588　　　⑶　4.5　　　⑷　0.725
2　⑴　ア，ウ　　　⑵　イ，ウ

　　《解説》 ⑴　かける数が1より大きいとき，積はかけられる数より大きくなります。

 ⑵　わる数が1より大きいとき，商はわられる数より小さくなります。

3　⑴　7.02kg　　　⑵　2.3
　　《解説》 ⑴　1.08×6.5＝7.02（kg）

 ⑵ 　わる数×商＋あまり＝わられる数　より，ある数は，3.4×2.9＋0.03＝
9.89→正しい計算は，9.89÷4.3＝2.3

　☆Ｂ問題☆
4　⑴　3910　　　⑵　0.3268　　　⑶　8.15　　　⑷　25.9あまり0.014
　　《解説》 ⑶　3.4÷0.417＝8.153…
5　⑴　ア，オ　　　⑵　ア，オ

　　《解説》 ⑴　 ア…54.7×0.36＝5.47×10×3.6÷10＝5.47×3.6
 イ…547×0.0036＝5.47×100×3.6÷1000＝5.47×3.6÷10
 ウ…54.7×0.036＝5.47×10×3.6÷100＝5.47×3.6÷10
 エ…0.547×360＝5.47÷10×3.6×100＝5.47×3.6×10
 オ…0.547×36＝5.47÷10×3.6×10＝5.47×3.6
 カ…0.0547×36＝5.47÷100×3.6×10＝5.47×3.6÷10
 ⑵ 　40.89と7.25の小数点を，同じ方向に同じけた数だけ動かしたものを選びま

す。

 　 　アは，40.89と7.25の小数点をどちらも右へ2けた動かしたもの，オは，
40.89と7.25の小数点をどちらも左へ2けた動かしたものになっています。

6　⑴　0.46kg　　　⑵　4本とれて，0.03mあまる
　　《解説》 ⑴ 　ボール1個の重さは，1.72－1.636＝0.084（kg）なので，15個の重さは，

0.084×15＝1.26（kg）→箱だけの重さは，1.72－1.26＝0.46（kg）

 ⑵ 　17.2÷0.63＝27あまり0.19→0.19÷0.04＝4あまり0.03→0.04m
のテープは4本とれて，0.03mあまる。

7  小数のかけ算・わり算のまとめ

yumi



10

　☆Ａ問題☆
1　⑴　2　　　⑵　0.54
　　《解説》 ⑵　（10.2÷1.7－5.64）×1.5＝（6－5.64）×1.5＝0.36×1.5＝0.54
2　⑴　0.77　　　⑵　2.7
　　《解説》 ⑴　（1.73－□）÷0.8＝1.2→1.73－□＝1.2×0.8＝0.96
 　→□＝1.73－0.96＝0.77
 ⑵　52÷□＝19あまり0.7→□×19＋0.7＝52
 　→□×19＝52－0.7＝51.3→□＝51.3÷19＝2.7
3　⑴　9.7　　　⑵　4.2
　　《解説》 ⑴　0.8×9.7×1.25＝0.8×1.25×9.7＝1×9.7＝9.7
 ⑵　8.4×7.76－8.4×7.26＝8.4×（7.76－7.26）＝8.4×0.5＝4.2
4　イ，エ

　　《解説》  　ある数□に1より大きい数をかけると積は□より大きくなり，ある数□を1より

小さい数でわると商は□より大きくなります。

5　Ｂ町

　　《解説》  　Ｂ町の面積を□km
2とすると，□×1.2＝15→□＝15÷1.2＝12.5（km

2），

Ｃ町の面積は，15×0.82＝12.3（km
2）

　☆Ｂ問題☆
6　⑴　50　　　⑵　3

　　《解説》 ⑴ 　（11.7－8.7×1.2＋7.74）÷0.18＝（11.7－10.44＋7.74）÷0.18
＝9÷0.18＝50

 ⑵ 　｛8.81－（11.6＋7.3）÷2.5｝×2.4＝（8.81－18.9÷2.5）×2.4＝（8.81
－7.56）×2.4＝1.25×2.4＝3

7　⑴　9　　　⑵　2.7　　　⑶　6.05
　　《解説》 ⑴ 　0.8×（□＋13.5）÷3.6＝5→0.8×（□＋13.5）＝5×3.6＝18→□＋

13.5＝18÷0.8＝22.5→□＝22.5－13.5＝9
 ⑵ 　1.26＋（3.19－□÷6）＝4→3.19－□÷6＝4－1.26＝2.74→□÷6

＝3.19－2.74＝0.45→□＝0.45×6＝2.7
 ⑶ 　□－1.8＝2.6×1.6＋0.09＝4.16＋0.09＝4.25→□＝4.25＋1.8

＝6.05
8　⑴　12332655　　　⑵　8.93
　　《解説》 ⑴ 　12345×999＝12345×（1000－1）＝12345×1000－12345×1＝

12345000－12345＝12332655

 ⑵ 　0.6×0.6×8.93＋0.8×0.8×8.93＝0.36×8.93＋0.64×8.93

9  小数のいろいろな計算のまとめ

yumi
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　4　　　⑵　5　　　⑶　108　　　⑷　17

　　《解説》 ⑴ 　42の約数は，1，2，3，6，7，14，21，42で，このうち偶数であるものは，

2，6，14，42です。

 ⑵ 　32と48の最大公約数は，2×2×2×2＝16なので，16

＝1×16＝2×8＝4×4より，公約数は，1，2，4，8，

16の5個

 ⑶　6と9の最小公倍数は18，100÷18＝5あまり10

 　18×5＝90，18×6＝108→90と108では，108の方が近い。

 ⑷ 　4の倍数は，100÷4＝25（個）　4と6の公倍数（12の倍数）は，100÷12

＝8あまり4より，8個→4の倍数であって，6の倍数でないものは，25－8＝

17（個）

2　⑴　偶数　　　⑵　2，5，8

　　《解説》 ⑴ 　簡単に計算できる数をあてはめると，奇数＋偶数－奇数→3＋2－1＝4…偶数

 ⑵　6＋7＋0＝13より，13＋□が3の倍数（15，18，21）のとき，□＝2，5，8

3　⑴　12m　　　⑵　24本

　　《解説》 ⑴ 　等しい間かくで木を植えるので，間かくの長さは，60mと

84mの公約数です。また，木の本数をできるだけ少なくするには，

間かくの長さはできるだけ長くしなければなりません。つまり，

60mと84mの最大公約数だから，2×2×3＝12（m）

 ⑵　まわりの長さは，（60＋84）×2＝288（m）なので，288÷12＝24（本）

　☆Ｂ問題☆
4　⑴　9，18　　　⑵　112　　　⑶　26個　　　⑷　偶数全部の和が100大きい　　　

　　⑸　10，40，70

　　《解説》 ⑴ 　求める数は，（43－7＝）36と（61－7＝）54の公約数のうち，

7より大きい数です。36と54の最大公約数は，2×3×3＝

18なので，18の約数（1，2，3，6，9，18）のうち，7より

大きい数は，9，18

 ⑵ 　12でわっても18でわっても4あまる数とは，12と18の公

倍数に4を加えた数です。12と18の最小公倍数は，2×3×

2×3＝36なので，36の倍数に4を加えた数です。

 　→36×1＋4＝40，36×2＋4＝76，36×3＋4＝112

 ⑶　3の倍数… 1から49までに，49÷3＝16あまり1より，16個 

1から100までに，100÷3＝33あまり1より，33個 

12  倍数と約数のまとめ

2）32　48
2）16　24
2）8 　12
2）4 　 6
2 　 3

2）60　84
2）30　42
3）15　21
5 　 7

2）36　54
3）18　27
3）6 　 9
2 　 3

2）12　18
3）6 　 9
2 　 3

yumi
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　☆Ａ問題☆

1　⑴　1318　　　⑵　4
7
24（10324 ）　　　⑶　 5

12　　　⑷　2
7
20（4720）

2　⑴　1724　　　⑵　0.14　　　⑶　
9
13→0.69→

5
8

　　《解説》 ⑴　 23＝
16
24，

3
4 ＝

18
24→

16
24より大きく

18
24より小さい分数は，

17
24

 ⑵　 7
50＝7÷50＝0.14

 ⑶　 9
13＝9÷13＝0.692…，

5
8＝5÷8＝0.625

3　⑴　3 1115（5615）　　　⑵　 58 m　

　　《解説》 ⑴　ある数を□とすると，□－ 9
10＝1

14
15→□＝1

14
15＋

9
10＝2

25
30＝2

5
6

 　→正しい計算は，2 56 ＋
9
10＝3

22
30＝3

11
15

 ⑵　 5
12＋

3
8 －

1
6 ＝

10
24＋

9
24－

4
24＝

15
24＝

5
8（m）

　☆Ｂ問題☆

4　⑴　1930　　　⑵　1
2
21（2321）　　　⑶　 18　　　⑷　1 13（ 43 ）

　　《解説》 ⑶　 78－（ 23－ 12＋ 7
12）＝ 78－（ 8

12－
6
12＋

7
12）＝ 78－ 9

12

 　＝2124－
18
24＝

3
24＝

1
8

 ⑷　3 512－1
1
6 －（2 724－1 38 ）＝3 512－1 212－（2 724－1 924）

 　＝2 312－（1 3124－1 924）＝2 312－2224＝2 312－1112＝1 1512－1112
 　＝1 412＝1

1
3

5　⑴　4563　　　⑵　25

　　《解説》 ⑴ 　 57 ＝
10
14＝

15
21＝

20
28＝……で，分母と分子の和は，左から順に，12，24，

36，48，……と，12の倍数になっています。求める分数の分母と分子の和は

108なので，108÷12＝9より，左から9番目の分数となります。したがって，
5
7の分母と分子を9倍して，

5×9
7×9＝

45
63

 ⑵ 　1213＝
12×6
13×6＝

72
78より，

47
78の分子にある数を加えた分数が

72
78なので，あ

る数は，72－47＝25

15  分数のまとめ

yumi
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　1440，16　　　⑵　6

　　《解説》 ⑵ 　体積は高さに比例し，高さを5倍にすると体積も5倍になるので，もとの直方

体の体積は，1680÷5＝336（cm
3）→もとの直方体の高さは，336÷4÷14

＝6（cm）

2　⑴　1170cm3　　　⑵　13cm

　　《解説》 ⑴　834＋（3×4×7）×4＝1170（cm
3）

 ⑵　9×□×10＝1170→□＝1170÷9÷10＝13（cm）

3　⑴　13.2L　　　⑵　24cm
　　《解説》 ⑴ 　段になっているところで水平に切って，2つの部分に分けて求めます。

 　15×40×10＋15×24×20＝6000＋7200＝13200（cm
3），

 　1L＝1000cm3より，13200cm3＝13.2L
 ⑵ 　9.6L＝9600cm3より，段になっているところから上の部分に入る水の体積は，

9600－7200＝2400（cm
3）で，この上の部分の水の深さを□cmとすると，

 　15×40×□＝2400→□＝2400÷15÷40＝4（cm）

 　→全体の水の深さは，20＋4＝24（cm）

　☆Ｂ問題☆
4　⑴　35個　　　⑵　2240cm3

　　《解説》 ⑴ 　立方体の個数は上から順に，1だんふえるごとに見えている立方体の数だけふ

えていきます。1だん目には1個，2だん目には（1＋2＝）3個，3だん目には（3

＋3＝）6個，4だん目には（6＋4＝）10個，5だん目には（10＋5＝）15個あ

ります。

 ⑵　（4×4×4）×35＝2240（cm
3）

5　1140cm3

　　《解説》  　図1の材木をくりぬいた立体の体積と，図2の立体の体積を加えたものになるので，

14×14×5－4×4×5＋15×4×4＝980－80＋240＝1140（cm
3）

6　⑴　18cm　　　⑵　11.25cm
　　《解説》 ⑴ 　（おもりの体積）＝（あふれた水の体積）＋（図1の容器の水が入っていない部分

の体積）だから，（おもりの体積）＝840＋20×24×（15－13）＋20×30×

3＝840＋960＋1800＝3600（cm
3）→□×20×10＝3600→□＝3600

÷20÷10＝18（cm）

 ⑵ 　840cm3の水があふれたので，おもりを取り出すと，水の深さははじめの深さ

より，840÷20÷24＝1.75（cm）下がります。13－1.75＝11.25（cm）

18  体積と容積のまとめ

yumi
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　115度　　　⑵　40度　　　⑶　48度

　　《解説》 ⑴ 　360°－（120°＋100°＋75°）＝65°，あ＝180°－65°＝115°

 ⑵ 　右の図1で，三角形

ＡＢＣについて，え＝

25°＋60°＝85°，三

角形ＡＤＥについて，

い＋45°＝えより，い

＝え－45°＝40°

 ⑶ 　右の図2で，お＝105°－40°＝65°，三角形ＡＢＣについて，

 　う＝180°－（67°＋お）＝48°

2　⑴　66度　　　⑵　70度

　　《解説》 ⑴　あ＝27°＋39°＝66°

 ⑵ 　三角形ＡＤＥは，三角形ＡＢＣと合同なので，角ＢＡＣ＝角ＤＡＥ，角ＢＡＤ＝

角ＢＡＣ－角ＤＡＣ，角ＣＡＥ＝角ＤＡＥ－角ＤＡＣより，角ＢＡＤ＝角ＣＡＥ＝

27°→い＝27°＋43°＝70°

3　⑴　40度　　　⑵　60度

　　《解説》 ⑴ 　三角形ＡＤＥは二等辺三角形なので， 

あ＝180°－70°×2＝40°

 ⑵ 　右の図で，う＝180°－80°＝100°， 

三角形ＡＢＥは二等辺三角形なので， 

え＝（180°－あ－う）÷2＝20°， 

い＝80°－20°＝60°

　☆Ｂ問題☆
4　⑴　14cm　　　⑵　辺ＢＣ

　　《解説》  　もとの四角形は，まわりの長さが短い順に，下の図1～4のようになります。

 ⑴ 　下の図1，2の四角形で，（4＋3）×2＝14（cm）

 ⑵　下の図4の四角形です。

 

22  合同と角のまとめ
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　80度　　　⑵　140度

　　《解説》 ⑴　360°÷9＝40°，あ＝40°×2＝80°

 ⑵　（180°－40°）÷2×2＝140°

2　11cm

　　《解説》  　60.54－13×2＝34.54（cm）なので，半円2つ分，つまり円周の長さが

34.54cmになります。34.54÷3.14＝11（cm）

3　35.7cm
　　《解説》  　2つの曲線部分を合わせると，直径10cmの円周の半分の長さになります。

　 10×3.14÷2＋5×4＝35.7（cm）

4　18.24cm2

　　《解説》 　円の面積から正方形の面積をひいて求めます。正方形はひし形と考えます。

　 4×4×3.14－8×8÷2＝18.24（cm
2）

　☆Ｂ問題☆
5　36度

　　《解説》  　六角形の6つの角の和は，180°×4＝720°

なので，正六角形の1つの角は，720°÷6＝

120°です。右の図で，五角形ＡＢＣＤＧについて，

五角形の5つの角の和は，180°×3＝540°な

ので，あ＝540°－（24°＋120°×4）＝36°

 ［別解］ 　右の図で，い＝180°－（24°＋120°）＝36°，ＡＢとＤＧは平行なので，

あ＝い＝36°

6　31.5度
　　《解説》 　正五角形の1つの角は，（180°×3）÷5＝108°

  正八角形の1つの角は，（180°×6）÷8＝135° 

です。右の図で，う＝（135°－108°）÷2＝13.5° 
→あ＝180°－（135°＋13.5°）＝31.5°

7　94.2cm
　　《解説》 　直径40cmの円の周の4分の1と，直径20cmの円の周の和になります。

 40×3.14÷4＋20×3.14＝94.2（cm）

8　9.18cm2

　　《解説》  　正方形の対角線の長さは，4＋6＝10（cm）なので，正方形の面積は，10×10

÷2＝50（cm
2）→50－4×4×3.14÷4－6×6×3.14÷4＝9.18（cm

2）

27  正多角形と円のまとめ
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　☆Ａ問題☆
1　⑴　十角柱　　　⑵　四角柱　　　⑶　六角柱

　　《解説》 ⑴　（面の数）＝（底面の辺の数）＋2

 ⑵　（辺の数）＝（底面の辺の数）×3

 ⑶　（頂点の数）＝（底面の辺の数）×2

2　⑴　9cm　　　⑵　25cm

　　《解説》  　角柱や円柱では，側面の展開図は長方形になり，横の長さは底面のまわりの長さ

と等しくなります。

 ⑴　□＋8＋15＋10＝42→□＝9（cm）

 ⑵　底面の円の直径は，28.26÷3.14＝9（cm）→□＝9×2＋7＝25（cm）

3　⑴　頂点…12個，辺…18本　　　⑵　224cm

　　《解説》 　見取図は右の図のようになります。

 ⑵ 　25×2＋7×4＋17×4＋9×2＋10×6 

＝224（cm）

　☆Ｂ問題☆
4　三角柱，四角柱（直方体），三角すい，四角すい

　　《解説》 　あ2まい，う4まいで三角柱，

 　い2まい，う4まいで四角柱，

 　あ4まいで三角すい

 　あ4まい，い1まいで四角すい

 ができます。

5　120度

　　《解説》  　底面のまわりの長さは，245.6÷10＝24.56（cm）なので，底面のまわりで曲

線部分の長さは，24.56－6×2＝12.56（cm），半径6cmの円周の長さは，6×

2×3.14＝37.68（cm）→37.68÷12.56＝3より，あ＝360°÷3＝120°
6　240cm2

　　《解説》  　問題の図1は，右の見取図のＡの方向から見たもので， 

問題の図2は，右の見取図のＢの方向から見たものです。 

側面全体の面積は，（10×12÷2）×4＝240（cm
2）

7　30cm

　　《解説》  　底面の円が5回転すると，ＯＡを半径とする円ができます。つまり，ＯＡの長さ

を□cmとすると，□×2×3.14＝（6×2×3.14）×5→□＝6×5＝30（cm）

29  いろいろな立体のまとめ
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1　⑴　47％　　　⑵　8割5分7厘　　　⑶　1.06　　　⑷　0.071　　　⑸　3.4％
　　⑹　5割9厘

　　《解説》 ⑸　3分4厘を小数になおすと，0.034→3.4％
 ⑹　50.9％を小数になおすと，0.509→5割9厘
2　⑴　0.75　　　⑵　24　　　⑶　280
　　《解説》 ⑴　9÷12＝0.75
 ⑵　4.8％＝0.048，500×0.048＝24（m）

 ⑶　3割5分＝0.35，98÷0.35＝280（kg）

3　⑴　162cm　　　⑵　6割7分5厘　　　⑶　520人　　　⑷　477人

　　《解説》 ⑴　比べる量＝もとにする量×割合より，135×1.2＝162（cm）

 ⑵　割合＝比べる量÷もとにする量より，54÷80＝0.675→6割7分5厘
 ⑶　4割5分＝0.45，もとにする量＝比べる量÷割合より，234÷0.45＝520（人）
 ⑷ 　6％＝0.06，入館者数は，きのうより，450×0.06＝27（人）多いので，今

日の入館者数は，450＋27＝477（人）

4　⑴　135まい　　　⑵　30％

　　《解説》 ⑴ 　25％＝0.25，ひろ子さんが使った色紙は，180×0.25＝45（まい）→180
－45＝135（まい）

 ⑵ 　6割＝0.6，お姉さんが使った色紙は，135×0.6＝81（まい）→残った色紙は，
180－（45＋81）＝54（まい）なので，54÷180＝0.3→30％

34  割合
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1　⑴　551人　　　⑵　145kg　　　⑶　1500円

　　《解説》 ⑴ 　去年の生徒数を1とすると，今年の生徒数は，1－0.05＝0.95
 　→今年の生徒数は，580×0.95＝551（人）
 ⑵ 　先月とれたキャベツの量を1とすると，今月とれたキャベツの量は，1＋0.2

＝1.2→先月とれたキャベツの量は，174÷1.2＝145（kg）

 ⑶ 　持っていたお金を1とすると，筆箱の代金は0.36，コンパスの代金は，（1－
0.36）×0.25＝0.16→持っていたお金は，240÷0.16＝1500（円）

2　⑴　2300円　　　⑵　130円

　　《解説》 ⑴　定価を1とすると，代金は，1－0.3＝0.7→定価は，1610÷0.7＝2300（円）
 ⑵ 　仕入れ値を1とすると，定価は，1＋0.35＝1.35→定価は，800×1.35

＝1080（円）→売り値は，1080－150＝930（円）→利益は，930－800＝

130（円）

3　⑴　0.04　　　⑵　1400円
　　《解説》 ⑴ 　仕入れ値を1とすると，定価は，1＋0.3＝1.3，
 　売り値は，1.3×（1－0.2）＝1.04→利益は，1.04－1＝0.04
 ⑵　56÷0.04＝1400（円）
4　⑴　20％　　　⑵　220g

　　《解説》 ⑴　濃度＝食塩の重さ÷食塩水の重さより，30÷（30＋120）＝0.2→20％
 ⑵ 　できた食塩水の重さは，30÷0.12＝250（g）

 　→水の重さは，250－30＝220（g）

5　⑴　91g　　　⑵　13％

　　《解説》 ⑴　200×0.08＋500×0.15＝91（g）

 ⑵ 　できた食塩水の重さは，200＋500＝700（g）

 　→濃度は，91÷700＝0.13→13％

35  割合の利用


